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概要

   ファイトアレキシンの定量に用いたLC-ESI-MS/MS 

Chao Yang, Wen Li, Jidong Cao, Fanwei Meng, Yongqi Yu, Junkai Huang, Lan Jiang, Muxing Liu, Zhengguang

Zhang, Xuewei Chen, Koji Miyamoto, Hisakazu Yamane, Jinsong Zhang, Shouyi Chen, Jun Liu

植物の病害抵抗性反応には、様々な植物ホルモンが関与していることが知られている。植物ホルモンの一種であるエチレンは

植物の生長、発達およびストレス応答性反応に関与することが知られている。本論文では、イネにいもち病菌が感染するとエ

チレン生合成が誘導されること、エチレンが活性酸素種の生成や抗菌性物質ファイトアレキシンの生産などの防御応答を誘導

することを明らかにした。

　本研究は、中国科学院のLiu博士らのグループなどとの共同研究で行われ、帝京大学バイオサイエンス学科・植物化学研究室

はファイトアレキシンの定量解析を担当した。ファイトアレキシンの定量には、帝京大学バイオサイエンス学科が所有するLC-

ESI-MS/MS（写真）を使用されている。
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